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余暇生活相談室利用者の分析
三本勲夫
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1 _ ，まL::~う Sこ

飯坂徳雄 (八王子レクリエーション学院)

八王子市レクリエーション協会では、豊かな暮らしの実現に向けて、市民 1人ひとりを

対象にしたレジャー・レクリエーション相談活動などの余暇生活支援を目指し、余暇相談

室を設置した。将来は、市民相Eの参画型ネットワークを開設したい。

全国市町村レベルでの市民対象余暇情報サービスの可能性について検討する。

八王子市(人口 47万50 0 0人)では 11月下旬に、行政主導Jではない、市民の企聞

による、いちょう祭が開催され、のべ 29万70 0 0人の参加を得ている。 1991年よ

り、祭会場に於いて、 「余暇生活相談室J (主催:八王子市レクリエーション協会)を開

設し、レジャー・レクリエーション相談活動の問題点の探索を行っている。

2 _目的

八王子市民のレジャー・レクリエーション情報に対する関心度の内容を、聞き取り調査

により分析し、余暇相談室の業務内容を決定する為の資料とする。

3 _ 石汗多宅コ写会主

( 1 )調査対象 いちょう祭り会場の「余暇生活相談室」においてアンケートに

記入した人 N = 1 8 8 内訳:男 7 9名 女 109名

(2 )調査日時 199 2年 11月22日及び 23日の二日間 10時から 15時 20分

( 3 )調査場所 八王子市長房町、都立陵南公園内いちょう祭「レクリエーション広場J

( 4 )調査員・相談員 八王子レクリエーション学園研究科 (4年生 5名

八王子余暇生活学園・余暇相談クラブ会員 7名

( 5 )調査方法 相談員は手引きに従い、図 lに示す流れに添って、相談に応じた。

相談室は会場の最も人の流れの多い主要路に設置され、テントに長机

3個を長〈延ばし、机上に相談資料を置いた。椅子は 30脚用意し、

栂談者と相談員が机を挟んで向かい合い相談に応じた。パソコン(エ

プソン 386GS)による相談には相談員 2名が対応した。

パソコンでの相談

図 1 余暇生活相談室の流れ

( 6 )分析方法

1 5分

5分

限害要因診断

相談者の特性 2 相談する相手 3 • ，余暇要求の理解者 4 : ，余暇生活での

不足感 5 相談室を知った埋由に関して、織業・年代・男女差について検討した。
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4. 結果及び考察

( 1 )相談者の参加層

祭り参加者が往来する中で、相談室への参加を「呼びかけJ、それに応じ、あるいは余

暇相談室の看板を見て積極的に相談に訪れた人を職業別比較と年代別比較で分析したもの

を図2と図 3に示した。
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職業別では男性では会社員、女性では専業主婦とパート労働者がもっとも多い。年代別

では 40代、 50代の女性が他の世代や男性より著しく多い。特に 50代の女性は、同世

代男性の約 3倍である。これらのことより 50代の主婦層に一定程度余暇生活相談を受け

入れるターゲットが存在していると考えられる。逆に 20代、 30代のの女性は同世代の

男性と比較して街頭での余暇生活相談を受けた度合いが少ない。女性の場合、年代によっ

て余暇生活相談室へ訪れる度合いに明かな偏りがあった。

( 2 )余暇相談をする相手

相談の相手として夫か奏と友人が圧倒的に多い。しかしその中味をみると男性は友人よ

り妻を頼り、女性は夫より友人を頼っている。しかもこのことの年代的比較による男性で

は若い時は友人であり 40代以後は妻を頼る者が多く逆に女性では 30代までは夫を頼る

がそれ以後は友人を相談相手としている。余暇の相談相手として男女による相違に転換点、

があるとすれば 30代後半から 40代であると言えるのではないか。このことは「濡れ落

ち葉」や「恐怖のワシ族Jのルーツもこの年代からの行動で説明がつくかもしれない。

職業別比較図2

女性の余暇相談相手図5
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男性の余暇相談相手図4
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時間とお金の不足累計率図 11 余暇で不足しているもの図 10 
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( 5)相談者の感想、と余暇生活栂談室を知った方法

圧倒的に多くの人が余暇相談を楽しんでくれている。このうちの約半数は再度相談にき

てみたいと答えている。またこの相談室を知ったのはいちょう祭に来て偶然に通りかかっ

「八王子余暇生活相談室Jの看仮と通りすがりの人への呼び込みが相談者

図13 年代別時間不足感図 12 
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相談室の印象

. 重主主活き;-.::>:三南犬

1 )月刊レクリエーション、 1990 (2) ー 1991 (1)、

「市町村レク協会にレジャー・レク相談所を設けようJ

図 15 
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夫と友人の年代別比較

さらに男子は 3人に一人、女子は 4人に一人の割合で余暇相談する相手がいないとして

いる。年代別に比較するとどの世代にも一定程度栂談相手がいないことを示していたが、

やや 10代の男性と 70代に多めに存在する傾向があった。

( 3 )余暇の理解者と余暇の不理解者

余暇の理解者は圧倒的に妻・夫であるが、特lこ男性は妻が理解者としてあげる率が高い

( 5 3 %)。女性にとって夫が余暇の理解者となるのは 36%である。この他にも差異が

認められたのは、親や子どもという家族関係を余暇理解者として捉えている率である。男

性は 15%であるが女性は約 2倍の率で余暇理解者だとしている (28 %)。余暇の不理

解者では男性にとって妻が 15 %であるが、女性にとって夫になっている場合が 21 %と

高い。このように男性と女性では理解者と不理解者では逆転している。

図7妻と友人の年代別比較図6
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(4)余暇生活に不足しているもの

余暇生活の主体的条件の心構え、技能、体力と環境的条件の人、物、金、時間、情報そ

れにその他を加えて質問した。主体的条件では「気持ちの余裕」と「体力jがないことを

意識しているが「技能J面はそれに比べあまり意識されていない。環境的条件として「時

間Jと「お金Jをあげている。これは余暇には「時間」と fお金Jが必要と考え、余暇生

活の不足理由の圧倒的理由にしている。時間不足は全世代ともかなりの高率である特に 4

0代の男性と 60代の女性に時間不足感が一番高〈現れた。
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男女別の余暇理解者図8




